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１ 酒田地区で製材品輸出事業検討会開催!!  

 9 月 25 日、木産協酒田飽海支部役員会が酒田木材

工業団地協同組合会議室で開催された。役員会の中

で、県の新規事業「県産製材品輸出プロジェクト事

業」実施に向けた意見交換について木産協専務理事

を加えて実施した。その中で、現在先行している原木

を取り扱っている王子木材緑化株式会社から、木材

輸出の現状や課題等についてお聞きするセミナーを

開催し、製材品試験輸出の是非を判断していくこと

となった。今後、先方との日程調整等に入るが、11月

にはセミナーを酒田市内で開催し、来年以降の方向性を出していきたいと考えている。 

２ 置賜地区で積み木贈呈式開催!! 

 9月 24日宮内双葉保育園（齋藤彰助園長：南陽

市）において令和 2年度初めの積み木贈呈式が開

催された。置賜総合支庁 渡邊潔 森林整備課長が

「置賜の山からの贈り物です。みんなで仲良く使

ってね」と挨拶し、木産協相田吉則副理事長（㈱

アイタ工業社長）と園

児代表に県産積み木を

プレゼントした。同保

育園では、園庭にも

様々な県産木製品（丸太イス、ブロック等）を配置してお

り、今後は悪天候時には中で積み木遊びができ、木の柔らか

さや香りなどを体感してもらえると喜んでいただいた。贈呈

式の後には、すぐに子どもたちが積み木に群がり、積み上げ

たり、触って香りを楽しんだりしていた。 

３ 第 2 回木産協三役会議開催!! 

 9月 7日（月）松田賢理事長はじめ４副理事長と専務が全員出席し、コロナ後初めての

三役会議を山形市内で開催した。全員感染対策を徹底し、木産協前期の活動実績と後期の

活動計画が報告された。特に、年明けに予定されている知事選の対応やコロナ禍での木材

産業の影響の確認と対策、行政当局への要望課題等について確認した。 
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４ 山形県森林ノミクス県民会議開催!!  

   9月 10日県庁２Ｆ講堂において、令和 2年度

やまがた森林ノミクス県民会議（議長：吉村美栄子

知事）が市町村や森林・林業・木材産業関係団体の

長、公募県民委員等約 25名の参加で開催された。

初めに知事が「現在、川上から川下までの総合的な

森林・林業・木材産業の振興に取り組んでいる。今

回の会議で、山形県の更なる発展を目指す。」と挨

拶した。昨年から当会議が「やまがた森林ノミクス

推進会議」と「やまがた緑県民会議」を一本化して

設置され、やまがた森林ノミクスを一層加速していくために各種対策に取り組んでいる報告

がなされた。今年度は、山形県林業公社と山形県みどり推進機構の組織統合、公益の森づく

り支援センターの業務移管で新たな体制を構築し、森林ノミクス推進母体として総合的に施

策を推進していく。木産協からは、松田理事長が参加し、「林業公社とみどり推進機構の組

織統合を歓迎するとともに、やまがた森林ノミクスの推進を木産協も全面的に支援してい

く。」と発言した。 

５ 専門職大学について!!  

これまで、専門職大学基本計画検討委員

会（公開）や昨年度の 12 月議会で知事が

発表している内容によれば、設置場所は現

在の農林大学校敷地内（新庄市）とし、令

和 5年 4月の開学を目指している。大学の

設置運営主体は、県直営とする。 

今年度事業としては、大学校舎の基本・

実施設計（2か年）と農林大学校旧学生寮

の解体（2 か年）を実施する計画である。

また、同時にソフト事業では、附属農林大

学校機能強化検討ＰＴ会議、就農等支援検

討ＰＴ会議、地域連携ＰＴ会議、いずれも

非公開ではあるが開学に向けて着実に進

んでいる。木産協でも理事長等が委員とし

て参画している。 

今回の 9 月県議会代表質問の中で 4 年

制大学名称が、「東北農林専門職大学」と

する方針を示したことは、知事が県内だけ

でなく東北全体の農林業を牽引していく

人材を育てたいという思いが伝わります。

先ずは、県産材を多用した東北初の農林専

門職大学にふさわしい木造校舎を期待し

たいものです。 
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６ 令和 3 年度林野庁概算要求概要 

 林野庁の概算要求が 9/30に、例年より約１か月遅れて発表された。注目の林業成長産 

業化総合対策のうち、林業・木材産業成長産業化促進対策として、持続的林業確立対策と 

木材産業等競争力強化対策に 106億円計上されている。具体的には、意欲と能力のある経 

営者を育成し、持続的な林業経営を確立するため、路網の整備・高性能林業機械等の導入・ 

皆伐と再造林の一貫作業・森林境界の明確化などを推進する。また、木材産業等の競争力 

強化を図るため、意欲と能力のある経営者との連携を前提に行う木材加工流通施設、木造 

公共建築物、木質バイオマス利用促進施設等の整備を支援する。 

木産協関連事業となりそうな事業として、木材産業・木造建築活性化対策として 19億 

円が計上され、その中で「都市の木造化促進総合対策事業」6億円では、ＪＡＳ構造材・ 

木質耐火部材・内装材等の利用実証事業への支援と羽柄材・内装材等の利用拡大に向けた 

取組支援が計上されている。また、高付加価値木材製品輸出促進事業 1億円や「クリーン 

ウッド」普及促進事業、非住宅建築物等木材利用促進事業が計上されている。 

 その他の注目事業では、林業イノベーション推進総合対策として、自動化等の機能を持 

った高性能林業機械の実用化や木質系新素材等の戦略的案件の開発・実証、スマート林業 

や先進的造林技術の推進、森林資源デジタル管理推進、早生樹等優良種苗生産推進、ＩＣ 

Ｔ等を活用した路網作設ができる高度技術者等の育成に向けた環境整備等を行う。 

 

７ 10 月以降の行事予定 

 

８ 日本百名山シリーズ紹介（鹿島槍ヶ岳） 

 新宿から「あずさ」で松本、そして大糸線で信濃大町、黒

部アルペンルートの扇沢駅に向かう。6月最後の週末で混雑

しているが、登山道に向かう人影はない。梅雨の晴れ間とな

り、名峰鹿島槍ヶ岳（標高 2,889ｍ）を目指し、柏倉新道を

ひたすら登る。途中「駅見岬」という扇沢駅が眼下に見降ろ

せる休憩箇所があり、そのすぐ先の茂みでサンカヨウを見つ

けた。朝露で花弁が透明になっており、ガラス細工のような

美しい花が一瞬疲れを忘れさせてくれる。この日の宿は種池山 

荘で、夏の営業初日ということで料理も飲み物も大サービスで 

あった。翌日の尾根歩きは後立山連峰の絶景とお花畑の連続の 

予定であったが、梅雨空に戻ってしまった。しかし、天気の悪 

いときは高確率で雷鳥親子との遭

遇が期待できる。今回も産まれた

ての親子をじっくり観察できた。あいにく鹿島槍自慢の双耳峰

は初日しか見れませんでしたが、後日、五竜岳を登った時に遠

見池から見た裏側の氷河雪渓と南峰・北峰が、迫力ある山塊を

楽しませてくれました。本当に綺麗な山です。 

日 程 行   事   名 出席予定者 

10.01 森林を活かす都市の木造化推進議員連盟第 3回総会 自民党本部 理事長 

10.08 林業 3団体と知事との意見交換会  県庁 5Ｆ会議室 理事長等 

10.14 第 2回やまがた緑環境税評価・検証委員会  遊学館３Ｆ研修室 理事長 
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９ 県庁ロビー 県産木工品展示会開催!! 

  9月 16日（水）～30日（水）広葉樹利用拡大協議会等で展示しました。 
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10 県からのお知らせ （建築住宅課・みどり自然課） 

 
 

  みどり自然課 

 

   人的被害が発生しています。 

  山に入るときはクマ鈴や 

ラジオなど、音の出る物で 

人の存在をクマに知らせ 

ましょう。 
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11 住宅着工状況 

令和 2 年 8 月期の県内新設住宅着工戸数は 540 戸となり、対前月比 118.4％、対前年同月比 107.4％、前年累計比は 87.0％となり、回復

傾向が見られる。全国的には 5か月ぶりに２桁減を免れて 9.1％減となった。県内では天童市、寒河江市・鶴岡市が伸びている。 
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